
(57)【要約】

【課題】グレーレベルの変化によらず、常に最も速い応

答速度を実現することができるフリンジフィールドスイ

ッチングモード液晶表示装置を提供すること。

【解決手段】互いに交差して配列されて単位画素領域を

画定するゲートバスライン及びデータバスライン並びに

、それぞれの前記単位画素領域内に配置されて、ゲート

絶縁膜を介装するカウンター電極１２０及び画素電極を

有する下部基板と、それぞれの前記単位画素領域に対応

して配置されるカラーフィルタを備え、液晶層を介装し

て前記下部基板に合着する上部基板とを備えるＦＦＳモ

ード液晶表示装置であって、前記画素電極が、前記ゲー

ト絶縁膜の上に、互いに隔離して平行に配置される複数

の第１櫛形部分１３１ａを備える第１画素電極と、第１

櫛形部分１３１ａと所定の角度をなして互いに隔離して

平行に配置される複数の第２櫛形部分１３２ａとを備え

る第２画素電極とを備える。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 互 い に 交 差 し て 配 列 さ れ て 単 位 画 素 領 域 を 画 定 す る ゲ ー ト バ ス ラ イ ン 及 び デ ー タ バ ス ラ
イ ン 並 び に 、 そ れ ぞ れ の 前 記 単 位 画 素 領 域 内 に 配 置 さ れ て 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 を 介 装 す る カ ウ
ン タ ー 電 極 及 び 画 素 電 極 を 備 え る 下 部 基 板 と 、
　 そ れ ぞ れ の 前 記 単 位 画 素 領 域 に 対 応 し て 配 置 さ れ る カ ラ ー フ ィ ル タ を 備 え 、 液 晶 層 を 介
装 し て 前 記 下 部 基 板 に 合 着 す る 上 部 基 板 と を 備 え る フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ モ ー
ド 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 画 素 電 極 が 、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 の 上 に 、
　 互 い に 隔 離 し て 平 行 に 配 置 さ れ る 複 数 の 第 １ 櫛 形 部 分 を 備 え る 第 １ 画 素 電 極 と 、
　 前 記 第 １ 櫛 形 部 分 と 所 定 の 角 度 を な し て 互 い に 隔 離 し て 平 行 に 配 置 さ れ る 複 数 の 第 ２ 櫛
形 部 分 を 備 え る 第 ２ 画 素 電 極 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン
グ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 画 素 電 極 が 、 前 記 第 ２ 画 素 電 極 と の 間 に 保 護 層 を 介 装 し て 前 記 第 ２ 画 素 電 極 の
上 に 、 前 記 第 ２ 画 素 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ て 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 所 定 の 角 度 が 、 前 記 第 １ 櫛 形 部 分 が 生 成 す る 電 界 と 前 記 第 ２ 櫛 形 部 分 が 生 成 す る 電
界 と の な す 角 度 と 同 じ で あ り 、 ３ ０ ～ ６ ０ ゜ の 範 囲 の 値 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 櫛 形 部 分 が 生 成 す る 電 界 と 前 記 第 ２ 櫛 形 部 分 が 生 成 す る 電 界 と の 合 成 電 界 が 、
該 合 成 電 界 の 大 き さ に よ ら ず 、 前 記 液 晶 層 の 液 晶 分 子 の 長 軸 と 一 定 の 角 度 を 維 持 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 合 成 電 界 と 前 記 液 晶 分 子 の 長 軸 と が な す 前 記 角 度 が 、 ３ ０ ～ ６ ０ ゜ の 範 囲 の 値 で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ モ ー ド 液 晶 表 示 装
置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 、
液 晶 分 子 の 長 軸 と 合 成 電 界 と が な す 角 度 を 調 節 し 、 グ レ ー 状 態 か ら グ レ ー 状 態 へ の （ ｇ ｒ
ａ ｙ － ｔ ｏ － ｇ ｒ ａ ｙ ） 応 答 速 度 を 改 善 し た フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ モ ー ド 液 晶
表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ （ Ｆ ｒ ｉ ｎ ｇ ｅ 　 Ｆ ｉ ｅ ｌ ｄ 　 Ｓ ｗ ｉ ｔ ｃ ｈ ｉ ｎ ｇ ：
以 下 Ｆ Ｆ Ｓ と 記 す ） モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 は 、 イ ン プ レ ー ン ス イ ッ チ ン グ （ Ｉ ｎ － Ｐ ｌ ａ ｎ
ｅ 　 Ｓ ｗ ｉ ｔ ｃ ｈ ｉ ｎ ｇ ： 以 下 Ｉ Ｐ Ｓ と 記 す ） モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 低 い 開 口 率 及 び 透 過
率 を 改 善 す る た め に 提 案 さ れ た も の で あ り 、 こ の よ う な Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 は 、 大
韓 民 国 特 許 第 １ ０ － ０ ３ ４ １ １ ２ ３ 号 明 細 書 に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ は 、 従 来 技 術 に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 １ ０ は 、 下 部 ガ ラ ス 基 板 １ １ と 、 Ｉ Ｔ Ｏ
（ Ｉ ｎ ｄ ｉ ｕ ｍ 　 Ｔ ｉ ｎ 　 Ｏ ｘ ｉ ｄ ｅ ） か ら な る ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ を 介 装 し て 、 下 部 ガ ラ
ス 基 板 １ １ の 上 部 表 面 に 配 置 さ れ た カ ウ ン タ ー 電 極 １ ２ 及 び 画 素 電 極 １ ３ と 、 上 部 ガ ラ ス
基 板 １ ５ と 、 上 部 ガ ラ ス 基 板 １ ５ 及 び 複 数 の 液 晶 分 子 か ら な る 液 晶 層 １ ７ に よ っ て 介 装 さ
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れ 、 上 部 ガ ラ ス 基 板 １ ５ の 下 部 表 面 に 配 置 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ １ ６ と を 備 え る 。 こ れ ら
の 構 造 で 、 下 部 ガ ラ ス 基 板 １ １ と 上 部 ガ ラ ス 基 板 １ ５ と は 互 い に 合 着 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 構 造 の Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 １ ０ は 、 カ ウ ン タ ー 電 極 １ ２ と 画 素 電 極 １ ３ と が
透 明 の 電 気 導 電 体 で 形 成 さ れ て い る た め 、 Ｉ Ｐ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 と 比 較 し て 高 い 開 口
率 と 透 過 率 と を 実 現 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 カ ウ ン タ ー 電 極 １ ２ と 画 素 電 極 １ ３ と の
間 に フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド を 形 成 す る た め に 、 カ ウ ン タ ー 電 極 １ ２ と 画 素 電 極 １ ３ と の 間 隔
が 上 部 ガ ラ ス 基 板 １ ５ と 下 部 ガ ラ ス 基 板 １ １ と の 間 隔 よ り 狭 く 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ
り 、 カ ウ ン タ ー 電 極 １ ２ と 画 素 電 極 １ ３ と の 間 で フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド が 形 成 さ れ 、 画 素 電
極 １ ３ の 上 に 存 在 す る 液 晶 分 子 ま で も が 動 作 し て 透 過 率 を 改 善 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ２ は 、 Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に お け る 画 素 電 極 と 液 晶 分 子 の 初 期 配 向 方 向 と の 関
係 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に お け る 透 過 率 の 制 御 は 、 液 晶 分 子 １ ７
の 長 軸 と 画 素 電 極 １ ３ が 生 成 す る 電 界 Ｅ と の な す 角 （ ツ イ ス ト 角 （ ｔ ｗ ｉ ｓ ｔ 　 ａ ｎ ｇ ｌ
ｅ ） ） を 制 御 す る こ と に よ り な さ れ る 。 透 過 光 の 進 行 方 向 は 紙 面 に 垂 直 な 方 向 で あ る 。 こ
の よ う に 、 高 い 透 過 率 を 得 る た め に 、 液 晶 分 子 １ ７ は 、 長 軸 が 電 界 Ｅ の 方 向 に 対 し て 約 ８
３ ゜ の 角 度 を 成 す よ う に 配 向 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 、 Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に お け る 液 晶 の 立 ち 上 が り （ ｒ ｉ ｓ ｉ ｎ ｇ ） 応 答 速
度 は 次 の 式 １ に よ り 決 定 さ れ る 。

　 　 　 τ ｏ ｎ ＝ η ｉ ／ ｛ Ｎ － （ π ２ ／ ｄ ２ ） Ｋ ２ ｝ 　 　 　 （ 式 １ ）

　 式 １ に お い て 、 η ｉ 、 π 、 ｄ 、 Ｋ ２ は 定 数 で あ る の で 、 分 母 中 の 誘 電 ト ル ク Ｎ に よ り 立
ち 上 が り 応 答 速 度 τ ｏ ｎ が 決 ま る 。 誘 電 ト ル ク Ｎ は 以 下 の 式 ２ で 表 さ れ る 。

　 　 　 Ｎ ＝ ｜ Δ ε （ ｎ ・ Ｅ ） ｎ × Ｅ ｜ ＝ Δ ε Ｅ ０
２ ｓ ｉ ｎ ２ Ψ 　 　 　 （ 式 ２ ）

　 式 １ 及 び 式 ２ に よ る と 、 電 界 の 強 さ が 同 じ 環 境 で あ れ ば 、 ｓ ｉ ｎ ２ Ψ ＝ １ （ Ψ ＝ ４ ５ ゜
） 、 即 ち 、 液 晶 分 子 １ ７ の 長 軸 と 初 期 電 界 と の な す 角 度 Ψ が ４ ５ ゜ で あ る と き 、 最 も 速 い
立 ち 上 が り 応 答 速 度 が 得 ら れ る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ３ は 、 Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に お い て 輝 度 レ ベ ル （ 以 下 グ レ ー レ ベ ル と 記 す ） が
変 化 す る 場 合 の 、 そ れ ぞ れ の グ レ ー レ ベ ル に 対 応 す る 液 晶 分 子 の 平 均 配 向 方 向 と 電 界 と が
な す 角 度 の 変 化 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 グ レ ー レ ベ ル Ｌ が 増 大 し 、 そ れ ぞ れ の グ レ ー レ ベ ル に 対 応 す る 液 晶
分 子 １ ７ の 平 均 配 向 方 向 と 電 界 Ｅ と が な す 角 度 が ８ ３ ゜ か ら ４ ５ ゜ に 近 づ く に つ れ て 、 グ
レ ー 状 態 か ら グ レ ー 状 態 へ の 立 ち 上 が り 応 答 速 度 が 速 く な り 、 ４ ５ ゜ で 最 も 速 く な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 大 韓 民 国 特 許 第 １ ０ － ０ ３ ４ １ １ ２ ３ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 し か し 、 角 度 が ４ ５ ゜ よ り も 減 少 す る と 、 グ レ ー 状 態 か ら グ レ ー 状 態 へ の 立 ち 上 が り 応
答 速 度 が 再 び 遅 く な る 。 即 ち 、 グ レ ー レ ベ ル Ｌ の 変 化 に よ っ て 立 ち 上 が り 応 答 速 度 が 変 化
し 、 応 答 速 度 に ば ら つ き が 生 じ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 グ レ ー レ ベ ル
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の 変 化 に よ ら ず 、 常 に 最 も 速 い 応 答 速 度 を 実 現 す る こ と が で き る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装
置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 目 的 の 達 成 の た め に 本 発 明 の フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置
は 、 互 い に 交 差 し て 配 列 さ れ て 単 位 画 素 領 域 を 画 定 す る ゲ ー ト バ ス ラ イ ン 及 び デ ー タ バ ス
ラ イ ン 並 び に 、 そ れ ぞ れ の 前 記 単 位 画 素 領 域 内 に 配 置 さ れ て 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 を 介 装 す る カ
ウ ン タ ー 電 極 及 び 画 素 電 極 を 備 え る 下 部 基 板 と 、 そ れ ぞ れ の 前 記 単 位 画 素 領 域 に 対 応 し て
配 置 さ れ る カ ラ ー フ ィ ル タ を 備 え 、 液 晶 層 を 介 装 し て 前 記 下 部 基 板 に 合 着 す る 上 部 基 板 と
を 備 え る フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 画 素 電 極 が
、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 の 上 に 、 互 い に 隔 離 し て 平 行 に 配 置 さ れ る 複 数 の 第 １ 櫛 形 部 分 を 備 え
る 第 １ 画 素 電 極 と 、 前 記 第 １ 櫛 形 部 分 と 所 定 の 角 度 を な し て 互 い に 隔 離 し て 平 行 に 配 置 さ
れ る 複 数 の 第 ２ 櫛 形 部 分 を 備 え る 第 ２ 画 素 電 極 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ 画 素 電 極 は 、 前 記 第 ２ 画 素 電 極 と の 間 に 保 護 層 を 介 装 し て 前 記 第 ２ 画 素
電 極 の 上 に 、 前 記 第 ２ 画 素 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ て 配 置 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 前 記 所 定 の 角 度 は 、 前 記 第 １ 櫛 形 部 分 が 生 成 す る 電 界 と 前 記 第 ２ 櫛 形 部 分 が 生 成
す る 電 界 と の な す 角 度 と 同 じ で あ り 、 ３ ０ ～ ６ ０ ゜ の 範 囲 の 値 で あ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ 櫛 形 部 分 が 生 成 す る 電 界 と 前 記 第 ２ 櫛 形 部 分 が 生 成 す る 電 界 と の 合 成 電
界 は 、 該 合 成 電 界 の 大 き さ に よ ら ず 、 前 記 液 晶 層 の 液 晶 分 子 の 長 軸 と 一 定 の 角 度 を 維 持 す
る こ と が で き 、 前 記 合 成 電 界 と 前 記 液 晶 分 子 の 長 軸 と が な す 前 記 角 度 は 、 ３ ０ ～ ６ ０ ゜ の
範 囲 の 値 で あ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 第 ２ 画 素 電 極 の 第 ２ 櫛 形 部 分 が 第 １ 画 素 電 極 の 第 １ 櫛 形 部 分 と 所 定 の
角 度 を な し て 配 置 さ れ る こ と に よ り 、 第 １ 画 素 電 極 の 第 １ 櫛 形 部 分 が 生 成 す る 電 界 及 び 第
２ 画 素 電 極 の 第 ２ 櫛 形 部 分 が 生 成 す る 電 界 の 合 成 電 界 と 、 液 晶 分 子 の 長 軸 と が 常 に 最 適 の
角 度 を 維 持 し 、 グ レ ー レ ベ ル に よ ら ず 、 グ レ ー 状 態 か ら グ レ ー 状 態 へ の 立 ち 上 が り 応 答 速
度 を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 を 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ
り 、 図 ５ は 、 図 ４ に 示 す Ｖ － Ｖ ′ 線 に 沿 っ た Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ は 、
互 い に 交 差 し て 配 列 さ れ て 単 位 画 素 領 域 を 画 定 す る ゲ ー ト バ ス ラ イ ン １ １ ２ 及 び デ ー タ バ
ス ラ イ ン １ １ １ と 、 そ れ ぞ れ の 単 位 画 素 領 域 内 に 配 置 さ れ て 、 少 な く と も ゲ ー ト 絶 縁 膜 １
４ ０ を 介 装 す る カ ウ ン タ ー 電 極 １ ２ ０ 及 び 画 素 電 極 １ ３ ０ と を 有 す る 下 部 基 板 （ 図 示 せ ず
） と 、 そ れ ぞ れ の 単 位 画 素 領 域 に 対 応 し て 配 置 さ れ る カ ラ ー フ ィ ル タ （ 図 示 せ ず ） を 有 し
、 液 晶 層 （ 図 示 せ ず ） を 介 装 し て 下 部 基 板 と 合 着 す る 上 部 基 板 （ 図 示 せ ず ） と を 備 え る 。
こ こ で 、 公 知 技 術 で あ り 、 本 発 明 と は 特 別 な 関 連 の な い 構 成 要 素 は 図 示 を 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 画 素 電 極 １ ３ ０ は 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ の 上 に 第 ２ 画 素 電 極 １ ３ ２ 及 び 第 １ 画 素 電 極 １
３ １ を 備 え る 。 ま た 、 第 １ 画 素 電 極 １ ３ １ は 、 互 い に 隔 離 し て ほ ぼ 平 行 に 配 置 さ れ る 複 数
の 第 １ 櫛 形 部 分 １ ３ １ ａ と 、 第 １ 櫛 形 部 分 １ ３ １ ａ と 直 交 し 第 １ 櫛 形 部 分 １ ３ １ ａ の 各 々
を 接 続 す る ２ つ の 第 １ 接 続 部 分 １ ３ １ ｂ か ら 形 成 さ れ て い る 。 同 様 に 、 第 ２ 画 素 電 極 １ ３
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２ は 、 互 い に 隔 離 し て ほ ぼ 平 行 に 配 置 さ れ る 複 数 の 第 ２ 櫛 形 部 分 １ ３ ２ ａ と 、 第 ２ 櫛 形 部
分 １ ３ ２ ａ と 直 交 し 第 ２ 櫛 形 部 分 １ ３ ２ ａ の 各 々 を 接 続 す る ２ つ の 第 ２ 接 続 部 分 １ ３ ２ ｂ
と か ら 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ 櫛 形 部 分 １ ３ ２ ａ は 、 第 １ 櫛 形 部 分 １ ３ １ ａ と 異 な る 平 面 に
、 第 １ 櫛 形 部 分 １ ３ １ ａ と 所 定 の 角 度 を な し て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ で は 、 第 １ 画 素 電 極 １ ３ １ と 第 ２ 画 素 電 極 １ ３ ２ と が 、 保 護 層 １ ５ ０ を 介 装 し て 異
な る 層 に 配 置 さ れ て い る が 、 第 １ 画 素 電 極 １ ３ １ 及 び 第 ２ 画 素 電 極 １ ３ ２ を 同 じ 層 、 例 え
ば 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ の 上 部 表 面 に 配 置 し て も よ い 。 な お 、 図 ５ で は 、 第 １ 画 素 電 極 １
３ １ 及 び 第 ２ 画 素 電 極 １ ３ ２ は 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ４ １ 及 び １ ４ ２ を 介 し て 、 そ れ ぞ れ
電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ６ は 、 図 ４ に 示 す Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に お け る 画 素 電 極 １ ３ ０ と 液 晶 分 子 １ ６
０ の 初 期 配 向 方 向 と の 関 係 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 液 晶 層 の 液 晶 分 子 １ ６ ０ は 、 そ の 長 軸 が 、 第 １ 櫛 形 部 分 １ ３ １ ａ が
生 成 す る 電 界 Ｅ １ と ４ ５ ゜ の 角 度 を な す よ う に 初 期 配 向 さ れ て い る 。 第 １ 櫛 形 部 分 １ ３ １
ａ と 第 ２ 櫛 形 部 分 １ ３ ２ ａ と が な す 角 度 は 、 第 １ 櫛 形 部 分 １ ３ １ ａ が 生 成 す る 電 界 Ｅ １ と
第 ２ 櫛 形 部 分 １ ３ ２ ａ が 生 成 す る 電 界 Ｅ ２ と が な す 角 度 と 同 じ で あ り 、 ３ ０ ～ ６ ０ ゜ の 範
囲 で あ る 。 こ の 範 囲 内 に お い て 最 も 好 ま し い 角 度 は ４ ５ ゜ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 第 １ 櫛 形 部 分 １ ３ １ ａ と 第 ２ 櫛 形 部 分 １ ３ ２ ａ と が な す 角 度 の 範 囲 を 設 定 す
る 理 由 は 、 初 期 状 態 に お い て 第 １ 櫛 形 部 分 １ ３ １ ａ が 生 成 す る 電 界 Ｅ １ と 第 ２ 櫛 形 部 分 １
３ ２ ａ が 生 成 す る 電 界 Ｅ ２ と を 合 成 し た 合 成 電 界 Ｅ と 、 液 晶 分 子 １ ６ ０ の 長 軸 と が な す 角
度 が 、 ３ ０ ～ ６ ０ ゜ の 範 囲 の 値 、 好 ま し く は ４ ５ ゜ に な る よ う に す る た め で あ る 。 こ の 結
果 、 初 期 状 態 に お い て 第 ２ 櫛 形 部 分 １ ３ ２ ａ が 生 成 す る 電 界 Ｅ ２ と 液 晶 分 子 １ ６ ０ の 長 軸
と が な す 角 度 は 約 ９ ０ ゜ と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 、 上 記 構 造 の Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ に お い て グ レ ー 状 態 か ら グ レ
ー 状 態 へ の 立 ち 上 が り 応 答 速 度 を 改 善 す る た め に 、 第 １ 櫛 形 部 分 １ ３ １ ａ が 生 成 す る 電 界
Ｅ １ と 液 晶 分 子 １ ６ ０ の 初 期 状 態 の 長 軸 方 向 と が な す 角 度 が 、 ３ ０ ～ ６ ０ ゜ の 範 囲 の 値 、
好 ま し く は ４ ５ ゜ と な る よ う に 第 １ 櫛 形 部 分 １ ３ １ ａ を 配 置 し 、 第 ２ 櫛 形 部 分 １ ３ ２ ａ と
第 １ 櫛 形 部 分 １ ３ １ ａ が 生 成 す る 電 界 Ｅ １ と が な す 角 度 が ３ ０ ～ ６ ０ ゜ の 範 囲 と な る よ う
に 、 第 ２ 櫛 形 部 分 １ ３ ２ ａ を 配 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ７ は 、 図 ４ に 示 す Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に お い て グ レ ー レ ベ ル が 変 化 す る 場 合 の
液 晶 分 子 の 長 軸 と 合 成 電 界 と が な す 角 度 の 変 化 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 任 意 の グ レ ー レ ベ ル か ら 他 の 任 意 の グ レ ー レ ベ ル に 変 化 す る 際 、 液
晶 分 子 の 長 軸 は 変 化 前 の 合 成 電 界 Ｅ と 常 に ４ ５ ゜ の 角 度 を 維 持 す る 。 こ れ に よ り 、 全 て の
グ レ ー レ ベ ル に お い て 、 初 期 に 印 加 さ れ る 合 成 電 界 Ｅ と 液 晶 分 子 の 長 軸 と が な す 角 度 が 常
に ４ ５ ゜ で 一 定 に 維 持 さ れ る 。 つ ま り 、 グ レ ー レ ベ ル が 増 大 す る に つ れ て 、 液 晶 分 子 は 図
７ に お い て 時 計 方 向 に 回 転 す る の で 、 液 晶 分 子 の 長 軸 と な す 角 度 を ４ ５ ゜ で 維 持 す る た め
に 、 合 成 電 界 Ｅ を 液 晶 分 子 と 同 じ 方 向 に 回 転 さ せ る 。 即 ち 、 第 １ 櫛 形 部 分 が 生 成 す る 電 界
Ｅ １ と 第 ２ 櫛 形 部 分 が 生 成 す る 電 界 Ｅ ２ と の 強 さ を そ れ ぞ れ 個 別 に 変 化 さ せ て 、 全 て の グ
レ ー レ ベ ル に お い て 、 変 化 前 の 合 成 電 界 Ｅ が 液 晶 分 子 の 長 軸 と ４ ５ ゜ の 角 度 を 維 持 さ せ る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 、 本 発 明 は 、 第 １ 画 素 電 極 １ ３ １ の 第 １ 櫛 形 部 分 １ ３ １ ａ が 生 成 す る 電 界 Ｅ １ と 第
２ 画 素 電 極 １ ３ ２ の 第 ２ 櫛 形 部 分 １ ３ ２ ａ が 生 成 す る 電 界 Ｅ ２ と の ベ ク ト ル 和 で あ る 合 成
電 界 Ｅ が 、 全 て の グ レ ー レ ベ ル に お い て そ の と き の 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 と 一 定 の 角 度 を 維
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持 す る こ と で 応 答 速 度 を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に お け る 画 素 電 極 と 液 晶 分 子 の 初 期 配 向 方
向 と の 関 係 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に お い て グ レ ー レ ベ ル が 変 化 す る 場 合 の 液
晶 分 子 の 長 軸 と 電 界 と が な す 角 度 の 変 化 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 す Ｖ － Ｖ ′ 線 に 沿 っ た Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ に 示 す Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に お け る 画 素 電 極 と 液 晶 分 子 の 初 期 配 向 方
向 と の 関 係 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ４ に 示 す Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に お い て グ レ ー レ ベ ル が 変 化 す る 場 合 の 液
晶 分 子 の 長 軸 と 合 成 電 界 と が な す 角 度 の 変 化 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
１ ０ ０ 　 　 Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置
１ １ １ 　 　 デ ー タ バ ス ラ イ ン
１ １ ２ 　 　 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン
１ ２ ０ 　 　 カ ウ ン タ ー 電 極
１ ３ ０ 　 　 画 素 電 極
１ ３ １ 　 　 第 １ 画 素 電 極
１ ３ ２ 　 　 第 ２ 画 素 電 極
１ ３ １ ａ 　 第 １ 櫛 形 部 分
１ ３ １ ｂ 　 第 １ 接 続 部 分
１ ３ ２ ａ 　 第 ２ 櫛 形 部 分
１ ３ ２ ｂ 　 第 ２ 接 続 部 分
１ ４ ０ 　 　 ゲ ー ト 絶 縁 膜
１ ４ １ 　 　 コ ン タ ク ト ホ ー ル
１ ４ ２ 　 　 コ ン タ ク ト ホ ー ル
１ ５ ０ 　 　 保 護 層
１ ６ ０ 　 　 液 晶 分 子

10

20

30

(6) JP 2006-350282 A 2006.12.28



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种边缘场切换模式液晶显示器，其能够始终具有
与灰度级变化无关的最快响应速度。解决方案：FFS模式LCD包括具有
栅极总线和数据总线的下基板，所述栅极总线和数据总线布置成彼此交
叉并形成单位像素，并且对置电极120和位于每个单位像素区域内的像素
电极，其中插入有栅极绝缘膜在它们和上基板之间设置有滤色器，该滤
色器对应于每个像素区域布置并且通过介于它们之间的液晶层接合到下
基板。像素电极包括第一像素电极和第二像素电极，第一像素电极具有
多个第一梳形部分131a，所述多个第一梳形部分131a平行地设置在栅极
绝缘膜上，同时彼此隔开，第二像素电极具有多个平行排列的第二梳形
部分132a。与第一梳形部分131a成规定的角度，同时彼此隔开。Ž
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